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名古屋市守
山区の白沢支
部が平日の３
月30日午後に
演説会を開き、
この地域では
史上最高の70
人が参加しま
した。 
支部が、「演
説会で、かわえ

 岐阜県の鈴木
まさのり選挙区
候補は２日、中
津川市にある加
子母森林組合と
付知町森林組合
を訪問し、それ
ぞれ、組合長と
懇談しました。 
 加子母地域は93.5％が山林で、すべての山林所有
者が組合員。地域のほぼ全域で森林認証林の認定を
受け、「１年１万円の価値」になるヒノキを切り出
し、地域で木の価値を高める努力を行っています。 
 付知町森林組合長は、「山はCO2の吸収源として再
評価されつつあるが、まだまだ評価が低い。民主党
政権は予算をつけずに口だけだ」と話していました。
 これで中津川市、恵那市にある5つの森林組合すべ
てと懇談しました。 

さんのビデオを流したい」と県委員会に問い合わせ
ると、「本人が行けるよ」との返事がかえってきた
のがきっかけ。「地域の演説会へ比例候補者に来て

もらえるのはこの選挙では二度とないかもしれな
い」と取り組みが始まりました。「平日の昼間にど
うやって集めるの」とかんかんがくがくの議論をへ
て、「かわえさんのふるさとの上之保のように成功
させよう」「やったことのないとりくみをしよう」
と決意をかためました。 
支部で「一度お話を直接聞いてください」と大き
く書いたカラーのビラを作成し、3000世帯に配布、
連日、参加を訴えてまわりました。このなかで赤旗
日刊紙読者が１人、日曜版読者が10人増えました。 
かわえ候補は60分たっぷりと訴え、参加者からは、
「来てよかったです」「いい話でした」「私もがん
ばります」と感動の声が次々と。演説会後、かわえ
候補も入党を訴えた夫婦がそろって入党しました。 

 愛知県委員会は３
日、参院選事務所開き
を行うとともに全県
宣伝キャラバンをス
タートさせました。4、
5 月に県内全自治体を
回る計画で初日の午
後は、名古屋市内で佐々木憲昭衆院議員、かわえ明
美比例候補、もとむら伸子選挙区候補らが元気よく
訴えました。足を止めて演説を聞く人や「いいぞ！」
の掛け声もありました。 

東海ブロックいっせい宣伝は４月１９日（月）に実施

三重県の中野たけし選挙区候補は、この間、森林
組合や茶農業協同組合、酪農家、漁協などとあいつ
いで懇談しています。 

 三重外湾漁協では常務理事が、漁価が例年の６割
に落ち込んでいることや所得が安定しないことから
後継者づくりが進まない現状をあげ、「三重県は『水
産県』だが、国も自治体も漁師を支援する対策がな
い」と話しました。中野候補が「漁業者を支援する
予算が少なすぎる。予算の使い方をただし、ヨーロ
ッパのように資源管理をしながら漁価を保障してい
く必要がある」と話すと、「ぜひそうした声を国にあ
げてほしい。共産党には『問題点をただす』という
役割があると思う」と応じていました。 
 中野候補は、海野漁協、三浦漁協の組合長とも懇
談しました。 


